
朽木中学校だより 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

 

   

  

 

 
第７号 令和８年１０月２２日発行  文責 前田 代志美 

１０月も下旬に入り、朝夕は気温が下がってきました。休日は、地域行事が開催され、生徒らが、朽木太鼓を

演奏したり、スポーツを楽しんだり、ボランティア活動をしたりと地域の中で有意義な時間を過ごしています。

また、多くの体験から、人と触れ合うことで「絆」を深めてたくましく成長していると感じています。 

木々が秋色に染まり、金木犀の花の香りがほのかに漂う本校でも、子どもたちの主体的な学びや学習活動を展

開しながら、子どもたちへの指導と支援を行っています。 

日頃から、ご支援いただいている保護者、地域の皆様のご支援に心より感謝申し上げます。今年もあと２か月

となりますが、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

人と繋がり深まる絆 

学校司書の野﨑麻友子さんは、主に学校図書館で読書活動の推進 

に取り組んでおられ、生徒が新書や様々な書籍に触れることができ、 

図書・広報委員会、国語科との協働活動を企画・運営されます。 

高島市では、学校、家庭、地域において読書に親しむ「子ども読 

書週間」を設定しています。学校と家庭が協力をして、読書に親しむ時間を設定するなどの工夫ができる

とよいと考えます。保護者の皆様のご協力をお願いいたします。 

子ども読書週間（10月 27日～11月 9日）によせて 

 

  

 

 

 

 

 

  

体育のソフトボール 

駅伝練習 

朽木スポーツカーニバル 

 秋晴れのもと、生徒は競技役員や地域の選手として地域の

皆さんとともに楽しいひと時を過ごしました。 

 書写の活動 

数学の活動 

パンジーの種まき 
秋季大会に向けて部活動の練習  現在陸上部 6 人、卓球

部 10 人でキャプテンを中心に練習に励んでいます。新人大

会では、チームワークと今まで積みあげたことに自信をも

って、全力で闘ってください。頑張れ！朽木中生！！ 

  ※秋季新人大会の記事は、第 8 号に掲載します。 

 

 

 

 

命の学習 

朽木の未来を考える学習 

   

 

交通安全の見守り活動 

ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 



全国学力・学習状況調査を終えて 

  教科担当からの分析と本校の今後の力点をまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
朽木文化祭

（～11/3）

校友会専門委員会

ＳＣ来校AM

文化の日 　 第１ブロック駅伝

大会（今津総合運

動公園）

図書サロン団体貸

出（～12/4）

8 9 10 11 12 13 14
第2回読み聞かせ テスト前部活動停止

メディアコントロー

ルウィーク(～

11/19) 質問教室開

始（～11/20）

県駅伝大会

15 16 17 18 19 20 21
高島こども

フェスティバ

ル・青少年育

成大会

3年西地区交流事業

ＳＣ来校PM

第２回定期テスト

高島市青少年美術

展覧会

（～11/23）

第２回定期テスト

⑤⑥第２回PA

22 23 24 25 26 27 28
勤労感謝の日 ２年京都校外学習

29 30
①②③３年保育実

習

１２月の主な行事     ２日（水）１，２年ひびきあい活動 

8 日（火）朽木トークフォークダンス   10 日（木）校友会役員選挙 

21 日（月）・22 日（火）期末保護者懇談会 22 日（火）給食終了 

23 日（水） 2 学期終業式    24 日（木）冬季休業開始 

国語について 

 文章の中心的な部分と付加的な部分をとらえて文章全体を読み、目的に応じた情報を着目して、文章の解釈をすること

ができる。今後は、漢字、語句、文法等の知識の定着を図り、筆者の論点や視点を意識しながら読み、自分の考えと照らし

合わせる機会を工夫する。テーマに沿った話し合いを受けて、自分の考えをまとめ述べる学習活動を設定する。相手の考え

を要約し、そのことについて考えを述べること（課題設定）が大切である。 

数学について 
  知識技能に関する問題の正答率は高いことから、基礎的な知識の定着は一定うかがえる。文章による説明（表現力）は、

日々の学習活動で培ってきた結果、成果が出ている。数量の関係を見出し、答えを導くことや、説明や記述式の問題におい

て、答えを導き出すまでの筋道や方法等を言葉で説明する問題は、課題が見られた。今後は、文章、表、式をしっかりと読

み、どのように考えて答えを導き出すのかを深く考え思考力を高める学習活動、授業の展開を心がける。 

英語について 
  技能（音声や語彙、表現などの知識を問う問題）や日常的な話題に必要な情報を選択することなどについての問題には、 

今まで積み上げてきた学習の成果がうかがえる。一方、日常的な話題について、概要をつかみ、必要な情報を捉える問題や 

自分の考えやその理由を書く問題について、課題が見られた。 

今後の学習活動では、以下の３点を工夫および充実させる。 

① 目的場面状況などを設定した言語活動 ②まとまりのある文章の概要や要点を捉える活動 

③ 自分の考えや気持ちを表現する言語活動 

■「朽木スタイル」の確立に向けて 

  子どもが主体的に学ぶ力の育成を目指して、以下の項目により一層取り組む。 

① めあて・振り返りを工夫するとともに、個別最適な学びと協働的な学びを意識した授業展開をする。 

② 意欲付けを行い、わくわくする学習活動を仕掛け、ICT をうまく活用しながら、表現力（自分の言

葉で伝える 自分の思いを文章で綴る 多様な考え方に触れる等）を高める。 

③ 指導者が、生徒に与えすぎない環境を整えることで、自らが学び方を身につけ深く学ぶ力を育てる。  

 

 

既習内容を振り返る姿 

季節の変わり目です。感染予防と体調管理に気をつけて健康に過ごしましょう。 


